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資料は， 10代から70代までの男女 352 名についての上顎中切歯，側切歯，犬歯とシェイドガイド 9
種類109歯ならびに人工歯13種類192歯を対象とした。
測定には，口腔内で直径 2 mmの小面積が測れる T社製ファイバーカラリーメーターを使用し，環境
条件を一定にして行なった。測定部位は，歯牙唇面を歯軸方向に 3 等分して切端部，中央部，歯頚部






かった。一個人の口腔内では， í中切歯と側切歯が同色で犬歯のみ異なるタイプ」が40% にみられ， í中
切歯と側切歯と犬歯が同色のタイプ」が30% にみられ， í中切歯と側切歯と犬歯が異なる色のタイ 70j
が20% にみられた。なお，これらの比率は年令別に差がみられた。 4.切端部から歯頚部までの歯冠色
の変移は，歯頚部に向うほど明度と彩度が高かった。また，色差値による検討では， í歯頚部と中央部
が同色で切端部が異なるタイプj ， í歯頚部から切端部まで同色のタイプj ， í歯頚部，中央部，切端部
の色がそれぞれ異なるタイプ」などがみられ，これらのタイプの出現頻度も年令別に差がみられた。
他方，近心一正中-遠心的な関係よりみると，正中部と近遠心部の聞に色差が見られるものは，中切
歯と側切歯ではほとんどなく，犬歯では約10% であった。 5.天然歯歯冠色の分布は，明度y =25.1~ 
31. 6 %，色度 xy =0.322 , 0.322~0.354 ， 0.352 を中心とする範囲であったO
以上から，天然歯における歯冠色の差異は，主として，増令的な変化，中切歯と側切歯および犬歯
聞の個体差，歯頚部から切端部にかけての部位差などによって生じることが明らかになった。さらに，
増令的な変化が，切歯と犬歯では犬歯において早くみられ，歯頚部と切端部では歯頚部において早く
みられることから，多くの色差段階が生じ，そのために各種タイプの歯冠色関係が存在することがわ
かったO
シェイドガイドと人工歯の歯冠色については， 1. シェイド数の不足，特に色相系列が不足している
こと， 2.歯頚部から切端部までの色差タイプの種類が少ないこと， 3.歯冠色の配列において，シェイ
ド番号間の色差が不均衡なこと，などの欠点が明らかになったO したがって，色調選択の方法を確立
するためには，天然歯の歯冠色を基準にして，まず，シェイドガイドや人工歯の改良が必要と考えら
れる。
論文の審査結果の要旨
本論文は，ファイパーカラリーメーターを利用することにより，天然歯ならびにシェイドガイドと
人工歯の歯冠色について，詳細な分析を行なったものである。
その結果，上顎前歯部における天然歯歯冠色の差異は，主として増令的な変化，各歯牙聞の個体差，
歯頚部から切端にかけての部位差などによって生じることを明らかにした。さらに， Hunterの色差値
にもとづいて，歯牙間および部位間の歯冠色の色差段階をタイプ別に分類整理を行なった。一方，シ
ェイドガイドと人工歯の場合については，色相系列の不足，歯頚部から切端部までの色分布のタイプ
が少ないこと，シェイド番号聞の色差が不均衡なこと，などを明らかにして改善すべき点とした。
これらは，前歯部補綴における色調再現を客観的に行なうための基礎的根拠を得た重要な知見であ
って，価値ある業績であることを認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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